
 

吉村知事「自ら1日で文通費100万円」問題の卑劣ごまかし手口！
リテラの直撃のあとに自ら公開した体で認めるも悪質手口は隠蔽
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日本維新の会副代表である吉村洋文・大阪府知事がツイートして大きな波紋を広げている、
国会議員に毎月100万円が支給される「文書通信交通滞在費」（文通費）の問題。10月
31日に当選した在職日数がたった1日しかない衆院議員にも日割りではなく満額の100万
円が支払われたことを吉村知事が問題視して、「どうやら1日だけでも国会議員の身分と
なったので、10月分、100万の札束、満額支給らしい」「これが国会の常識。おかしい
よ」とTwitter上に投稿。これが大反響を呼ぶと、橋下徹までしゃしゃり出て大キャン
ペーンを開始し、メディアも大きく取り上げはじめている。

　ところが、この文通費の問題を焚き付けてきた張本人である吉村知事に、とんでもない
ブーメランが判明した。吉村知事が、衆院議員時代に月の在職日数が1日しかなかったに
もかかわらず、文通費を100万円、満額受け取っていたと認めたのだ。

　吉村知事はまず、本日15時 45分ごろからの会見で、「僕自身のことで、6年前のこと
になるが、議員をやめて大阪市長に挑戦することになった。そこも日割りになってないと
思う。なので、僕も６年前の文書通信費になるが、日割りで返還したい。寄付を考えてい
る」などとさらっと発言。16時半ごろには自身のTwitterに〈僕自身、６年前に国会議員
の身分を捨て、橋下市長の後を受けて、大阪市長選挙に挑戦しました。その際、議員辞職
日が１０月１日だったので、記憶が曖昧ですが、文通費を受けています〉などと投稿した。
　
　これだけをみると、あたかも“俺は自ら受け取ったことを明かしたうえに、寄付をする、
偉いだろ”と言わんばかりだが、冗談ではない。

　じつは、吉村氏が月の在職日数1日で100万円を受け取っていたという問題は、吉村知
事が今回の衆院議員当選組の100万円支給問題を騒ぎはじめた段階からTwitter上で指摘
されていたのに、ずっと知らぬ存ぜぬを決め込んでいた。

　ところが、2008年に当時の橋下大阪府知事に抗議した元大阪府庁職員で、先の衆院選
で初当選を果たしたれいわ新選組・大石あきこ議員が、本日の13時 37分に〈吉村知事が
衆議院議員を退職した2015年 10月 1日。10月の文通費100万円を受け取ったか、衆議院
担当部署に問い合わせたら「100万円受け取った」「返金してない」との回答でした〉と
ツイート。



　さらに、本サイトも衆議院事務局に事実を確認した上、14時 30分過ぎに、日本維新の
会の党本部に電話でこの問題を直撃。吉村知事が100万円を受け取っていたのは「事実で
ある」という確認をとっていた。

　すると、吉村知事はさすがに事実自体をごまかしきれないと思ったのだろう。前述した
ように、本サイトの党本部直撃から1時間後に会見で「寄付する」などというごまかしを
入れながら事実を認め、その直後にドヤ顔で事実を認めるツイートをしたのである。

　姑息としか言いようがないが、しかも、吉村知事は事実を認めただけで都合の悪いこと
は何も説明していない。

吉村知事はわざわざ 10月 1日に議員辞職、意図的に1日で100万円をゲットしよ
うとした疑惑が

　その最たるものは、吉村知事の「1日で100万円」が意図的な“血税かすめとり”であ
る疑惑だ。吉村知事が批判してきた今回新たに当選した衆院議員たちの100万円受け取り
は、10月 31日が選挙の投開票日で、その1日が10月分の在職日数にカウントされたとい
う不可抗力だが、吉村氏の場合、自分が月はじめの1日にわざわざ辞職願を出した結果、
たった1日で100万円の文通費が支給された。しかも今回新たに当選した衆院議員は今後
の議員活動に使うことになるのだろうが、吉村氏が支給された  のは議員を  辞職した後  だ。  
辞職したのに      100      万円を一体何に使ったのか  というのも大きな疑問だ。

　吉村氏は、2014年の衆院選に維新の党公認で大阪4区から出馬し、小選挙区では敗れた
ものの比例復活で当選。しかし、2015年に橋下徹・大阪市長の任期満了を受けておこな
われた大阪市長選に出馬するために同年10月 1日に辞職願を衆院議長に提出、同日、国
会議員を辞職した。だが、大阪市長選への出馬については、辞職する1か月以上前の8月
下旬から「維新は市長選候補として吉村議員を軸に調整するとみられる」などと報道され
ていた。

　当時から維新は文通費の問題を取り上げており、その問題意識に基づけば、9月30日ま
でに決断し、辞職願を出すこともできたはずだ。しかし、吉村氏はそうはせず、月はじめ
の10月 1日に辞職願を出した。これは文通費の100万円を受け取るためにわざと10月 1
日に辞職願を出したと見られても仕方がないものだ。

　吉村知事はきょうの会見で2015年の満額100万円受け取りの事実を認めた際、「（当
時は）市長に挑戦することで頭がいっぱいで、日割りかどうか記憶にないが、制度上、日
割りになってないはず」「僕自身も大きな声で訴えているわけなので６年前とはいえ、日
割りで計算して寄付をしたい」とごまかしたが、「記憶にない」などとすっとぼけるとは
無責任にも程があるだろう。

　また、仮に何かの事情で辞職願を出すのが10月 1日になったのだとしても、前述した
ように、100万円を受け取った当時、すでに維新は文通費を問題視し改正法案を提出して
いた。なぜ、吉村氏は「これが国会の常識。おかしいよ」などと問題提起したり「寄付す
る」と明言することもなかったのか。

　さらに問題なのは、「自分たちは文通費の使途を公開している」と鬼の首を取ったよう
にわめいている維新が、この吉村氏の満額100万円の使途報告書を公開していないことだ。

　本サイトは本日、維新の会の党本部に電話取材をおこなった際、その点についても問い
ただしたのだが、すると、維新の担当者はこのように答えた。

「基本的に辞められたということは議員会館とか引き取りますし、その次のやつ、選挙だ
とかありますから。議員会館片付けたりとか後始末ありますよね」

吉村知事の文通費の公開をしないのかという問いに維新事務局は「古すぎますの
で」

　維新は「文通費の使途を公開しないのはおかしい！」「維新は公開している！」と声高
に叫び、それを明記する改正案まで提出してきたというのに、肝心の使途報告書を公開し
ていない理由を「議員会館の片付けや選挙があったから」などと言うのだ。



　当然、本サイトは「すぐは難しいかもしれませんけど、吉村知事は（辞職から）5年も
経っている。その間に整理して公開できたのでは」と更問い。だが、維新の担当者は「そ
こは事務的な手続きの話ですので、たんにその手続きができていないというだけです」と
主張。「今後、公開する予定は？」と問いただすと、こう答えた。

「古すぎますのでね。事務的にミスがあったということでしたら、謝らせていただきます
が。少なくとも我が党にかんしましてはできる限り公開していこうということで公開して
いますので。前進させているという意味では公開しているんですけど、それだとダメだと
いうお話ですか？」

　月の在職日数が1日であろうと2日であろうと吉村氏が党所属の国会議員であった事実
は揺るぎないものだ。そして、維新は党として文通費を公開していることをさんざんア
ピールしてきた。にもかかわらず、非公開となっている吉村氏の文通費の使途は「古すぎ
る」を理由に公開する気もみせず、挙げ句、「前進させているという意味では公開してい
るんですけど、それだとダメだと？」などと開き直ったのである。

　そこで本サイト側が「ダメというか、維新は公開しているとおっしゃっているので。で
も HPを拝見したらなかったので」と述べると、維新の担当者は「はい、それは申し訳あ
りません。はい、努力はさせていただきます」と回答。その後も以下のような回答を繰り
返した。

──ただ、古いので難しいと？
「まあ担当者も変わっていますし、当時のことをわかっている者がどれだけいるかってこ
とになりますね」
──当時はなんで公開しなかったんですか？
「そのときすぐ選挙ありましたしね。知事選挙（編集部注：正しくは大阪市長選挙）。事
務方もドタバタしますし。当時（の者）でないとわかりませんけれども、当時のいてた者
がいたとしても、そんな前の話ですとなかなか明解にというわけにはいかないですね」
──今後、公開は？
「努力はしようとしますけど、なにぶん時間が経ちすぎてますのでね」
──吉村知事は文通費のこと、おっしゃってますよね？
「ですから、できる限り努力します」
──2015年 10月の時点でも、維新は文通費の問題を重視してましたよね。
「まあ、おっしゃる通りですけど、とはいうものの、事務的には100%できていなかった
のは申し訳ありませんってことですね」

　さらに最後には、維新の担当者は「またいろいろ書いていただけるんですか」「かなり
厳しい、違法だみたいなことも書いてますけど」「共産党（の使途報告）なんかペラっと
1枚」「なぜ私どもだけこんなに書かれるのか」など、リテラへの文句が続いたのだった。

吉村知事以外にも2日間の在職で100万円をせしめた維新議員が

「自分たちは使途を公開している！」と息巻きながら、公開すべき報告書を公開もせずに
「ドタバタしていた」「古すぎる」などと幼稚な言い訳を繰り返しておきながら、「また
いろいろ書いていただけるんですか」とは……。

　しかも、この維新担当者の口調や吉村氏のきょうの会見を見る限り、維新はおそらくこ
れだけで幕引きを図るつもりなのではないか。吉村氏が意図的に1日で100万円をゲット
するために10月 1日に辞職した疑惑も、使途報告書の公開も、このままなかったことに
するつもりではないか。

　言っておくが、維新には吉村氏と同じようなケースがほかにもある。2020年 4月 2日に
は維新の谷畑孝・衆院議員が病気を理由に辞職し、同月に維新の美延映夫氏が繰り上げ当
選しているのだが、維新の HPでは谷畑氏の      2020      年      4      月の使途報告書は掲載されていない  。

　その上、吉村知事は本日の会見で「文通費はいまの制度上、領収書もいらない経費とい
うことになっている。領収証の入らない経費そのものがやっぱりおかしい。領収証を付け
ればいいということ。まずそこが重要な部分」などともっともらしく語っていたが、本サ



イトが昨日指摘したように、維新が公開する文通費の使途報告書では、議員による“セル
フ領収書”によって議員が自身の政治団体や資金管理団体に還流させるという不適切な処
理が繰り返されているのだ。

　ようするに、「使途を公開すべきだ！」「領収書なしはおかしい！」「これが国会の常
識か」などと吠えている張本人である吉村知事を筆頭とする維新自体の文通費の貰い方、
使い方がデタラメもいいところなのだ。

　しかし、問題が深刻なのは  、  メディアが  こうした維新の「口だけ」ぶりをまったく報じ  
ないことだ。実際、テレビなどのメディアでは、吉村知事や橋下氏が声高に叫ぶ主張を取
り上げるだけで、維新の不適切な文通費問題に触れようともしない。本日、吉村知事が
100万円受け取りを認めた問題を明日のワイドショーが取り上げるのかは不明だが、すで
にこの問題に対して Yahoo！ニュースのコメント欄では〈吉村さん、行動が早いですね〉
〈後出しだとしても批判や揚げ足取りしかされない方よりは行動に移している吉村氏の方
が私は好印象です〉〈本当に男気のある方だと思う。政治家の本来あるべき理想の姿だと
思う〉という称賛するコメントが集まっており、ワイドショーもあたかも吉村知事が自ら
自分の問題を明かしたかのように報じる可能性は高い。

　コロナではヨーロッパ並みの致死率を大阪が叩き出したというのに、それでもなお吉村
人気が高いのは、在阪メディアを中心としてテレビや新聞が事後検証も放棄して吉村知事
を持ち上げてきた結果でもある。その姿勢はいまや東京キー局に広がり、文通費問題を野
党攻撃に転嫁させている橋下氏らの主張だけを取り上げつづけている。

　この“共犯関係”がある限り、維新はどんなデタラメをやっても許される、恐ろしい状
況というほかはない。
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